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4
判別式をDとすると，D＝a2－4bである。

⑴　重解を持つとき，D＝a2－4b＝0より，a2＝4b…①が成り立つ。

　a，bはともに1から6までの整数であることに気を付けると，

　①を満たすa，bの組は，（a，b）＝（2，1），（4，4）の2組である。

　よって，求める確率は　　＝

⑵　異なる2つの実数解を持つとき，D＝a2－4b＞0より，a2＞4b…②が成り立つ。

　a，bはともに1から6までの整数であることに気を付けると，

　②を満たすa，bの組は，

　（a，b）＝（3，1），（4，1），（5，1），（6，1），（3，2），（4，2），（5，2），（6，2），

 （4，3），（5，3），（6，3），（5，4），（6，4），（5，5），（6，5），（5，6），（6，6）

　の17組である。

　よって，求める確率は

⑶　2次不等式　x2－（a＋b）x＋ab≦0

　を変形すると，（x－a）（x－b）≦0　となる。

　a，bはともに1から6までの整数であることに気を付けると，

　題意を満たすa，bの組は，（a，b）＝（1，2），（2，1）の2組である。

　よって，求める確率は　　＝

⑷　2次不等式　x2－（a＋b）x＋ab＜0

　を変形すると，（x－a）（x－b）＜0　となる。

　a，bはともに1から6までの整数であり，a≠bであることに気を付けると，

　題意を満たすa，bの組は，

　（a，b）＝（3，4），（3，5），（4，3），（4，5），（5，3），（5，4）の6組である。

　よって，求める確率は　　＝
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